
研究活動における不正行為の防止及び
研究費の不正使用防止の取組について



研究活動において不正行為が認定された事例



事例① 昭和大学元講師による研究活動上の不正行為



事例① 昭和大学元講師による研究活動上の不正行為

経

緯

等

投稿した論文について、投稿先の編集者より研究データの不正疑義に関する調査依頼があ

り、論文等１４７編について、調査を行った結果、１４２編について捏造・改ざん及び不適

切なオーサーシップが行われたと認定した。

認

定

理

由

○原著論文９編について捏造を自認したこと及び論文の根拠となる生データを提出できない

　またはデータが欠落しており捏造ではないことを証明できなかったことから捏造を認定

○原著論文１編について改ざんを自認したこと及び論文データと生データに相違があるが科

　学的な根拠に基づいた説明ができなかったことから改ざんを認定

○研究に関与していないものあるいは一部に関与しただけのものを筆頭著者としたこと、研

　究に関与していないものを共著者としたこと、共著者の了承を得ないまま論文を投稿した

　ことから不適切なオーサーシップと認定

措

置

論文の取り下げ

内容訂正

懲戒解雇 競争的資金等の資格制限

７年間

大学ホームページに

公表（氏名公表あり）



事例② 久留米大学教員による研究活動上の不正行為



事例② 久留米大学教員による研究活動上の不正行為

経

緯

等

学内内部監査室に研究費不正使用に関する通報があり、研究費不正に係る調査委員会におい

て調査を開始し、研究費不正使用に係る調査の過程で実験データに疑義が生じたため、研究

費不正の調査とは別に調査委員会を設置した。調査の結果、論文4編について二重投稿（1

編）・自己盗用（1編）・不適切なオーサーシップ（2編）が行われたと認定

認

定

理

由

○先行論文とほぼ同じ図表が使用されるなど学術的成果が本質的に同じ論文となっていたこ

　とから、二重投稿と認定

○先行論文からの引用もなく同じ図表が使用されていたことから自己盗用と認定

○責任著者が、当人の承諾なしに論文の著者に加えていたことが判明したため、不適切な

　オーサーシップと認定

措

置
正誤表の提出 懲戒処分 大学ホームページに

公表（氏名公表あり）



研究活動において不正行為が認定された事例



事例③ 甲南大学教員による研究費不正使用



事例③ 甲南大学教員による研究費不正使用

経

緯

等

コンプライアンス担当副学長に対し、監査部から教員による研究費不正使用の疑いがある旨

の通報があり、学内に本調査委員会を設置し、本調査を実施した結果、研究費の不正使用が

あったことを認定

認

定

理

由

○領収証等をウェブサイト上で再作成したり、業者に再発行させたりするなどの方法によ

　り、同一の費用の領収証等を重ねて提出し、重複して支出を受けた。

○不正により受領した金銭を預けていた預金口座には、生活費等の私金が含まれており、こ

　れらと不正により受領した金銭との間で明確に区分しての管理がなされておらず、私的

　流用があったと認定

○重複受領分については、意図的または著しく注意を欠いたものであり、これらは故意又は

　重大な過失によるものと認められ、「研究費不正」に該当するものと判断

措

置

諭旨退職 大学ホームページに

公表（氏名公表なし）

研究費の返還

競争的資金等の資格制限：10年間

科研費等の

執行停止



不正行為等があった場合の医学研における処分等

研究者の不正行為及び研究費不正使用等の防止に関する要綱(第18条)

「不正行為等があったと認定された被告発者(中略)に対し、必要に応じて
(職員就業規則等)に基づく懲戒処分等を行う。」

職員就業規則(第64条)

「職員が、次の各号のいずれかに該当するときは、懲戒する。」
「(第7号) 以上に掲げるほか、この規則又は財団の諸規程に違反し、職務上
の義務の履行を怠った場合」

公正な研究活動を確保するための行動規範

「２ 研究者の行動規範
（1）不正行為等を行わない。
（2）不正行為等に加担しない。
（3）周囲の者に不正行為等をさせない。」



科学研究費助成事業(科研費)の適正な管理等について

日本学術振興会説明資料より








